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2009（平成 21）年度事業報告
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記入者： 日下 美惠子

・新規登録者数～423組　　　

・総登録者数～2539組

・子ども延べ利用者数～11,488人

（内訳　0歳児：4,959人、1歳児：3,128人、2歳児：1,964人、3歳児：656人、4歳児：447人、5歳児：334人）

・親延べ利用者数～10,351人

　◎件数 ・相談件数～208件

　　　・児童虐待通告・児童相談　　　　新規　157件　　　継続　83件 ・サービス事業利用状況（一時保育：88日、ショートステイ：79日、育児支援ヘルパー：289時間）

　　　・関係者会議開催延べ件数　　　 46件

　　　・家庭訪問延べ件数　　　　　　　　16件

・赤ちゃんコーナーの壁紙張り替え、棚の取り外し、マットの取り替え

・日常プログラム～ふれあいタイム（異年齢親子の交流とティータイム）、わくわくwork（お母さんの製作） ・授乳コーナーにソファーを設置する

 　　　　　　　　　　　すくすく測定（身長・体重測定）、誕生日会 ・意見箱の設置・回答を常時掲示

・環境整備チェックシートの作成・設置

・ファミリーDAYとして毎月1回季節の行事や児童センターとの合同プログラムを実施。

（ミニえんにち、おいもほり、ハロウィン、クリスマス会など）

・市内2ヵ所にある「あそびの広場（学童保育所の午前開放）」へ毎月センタースタッフが出張する。 センター長　　1名

・子ども服リサイクル～年３回 ・ボランティア感謝会　1回 支援ワーカー　2名

・講座～中川さんと話そう　年2回、幼児食教室　年3回、年齢別親子講座　1歳児・2歳児各2期実施。 虐待対策ワーカー　1名　

・Nobody's Perfect（完璧な親なんていない）～連続6回　定員10名　（年間2クール）　　 非常勤支援ワーカー　4名　

・児童センターとの連携事業～ねんね赤ちゃんプレイルーム、はいはいクラブ、よちよちクラブ、とっとこクラブ スーパーバイザー　

3. サービス提供事業

（一時保育）　申請理由としては、短期的勤務や就業活動、看護や出産などが主である。しかしながら一日一名の枠の中で、そのよう
な様々なニーズにこたえることが難しくなってきている。特に0・1歳児の受け皿については今後の課題である。
（ショートステイ）　今年度も、市が中心となって対応している養育困難ケースの受け入れとしての働きがほとんどであった。
（育児支援ヘルパー）　今年度は新型インフルエンザ対策で、ヘルパー、利用者共に配慮が必要な事項があったが、特に大きなトラ
ブルはなかった。多胎児など配慮が必要な家庭は、保健士と連携をしながらすすめている。要支援家庭は2件。

4. 先駆型・虐待対策
　
　先駆型も3年目となり、要保護児童対策地域協議会「狛江市子ども家庭支援ネットワーク」において、市役所子育て支援課とともに、
市内における児童虐待通告・児童相談の第一の窓口として、「日常的に顔の見える連携」を目指し、ケース対応時のみならず、「防
止」にもより一層努めた一年であった。
「在宅サービス基盤整備事業」における、養育家庭体験発表会は土曜午後の1回開催とし、新たに関係者向けの学習会を開催。初
の試みであり、関係者になかなか事業の趣旨を理解してもらうことは容易ではなかったが、積み重ねが大切だと実感する。

・ひろば事業では、異年齢の子どもたち同士の関わりを目標とし、またどの利用者にとっても居心地の良い場を目指して事
業を展開してきた。しかし、せまい場所で多くのお子さんが集まるとそれぞれのニーズが異なり、乳児、幼児どちらを優先す
るのかという状況にもなってしまうことがあった。事業目標にある、「一人ひとりを大切にする」ということがどういうことなのか
あらためて考える機会となり、限りある環境の中で困難ではあるが、ひろばに集うすべての利用者が大切にされていると感
じてもらえるような支援を今後も模索していきたい。

・全体の傾向としては、自由な来館よりもプログラムへの参加者が増えている。設定された場の方が来やすいという母親の
傾向をふまえ、今後の事業展開を検討していく必要がある。

・狛江市ならではの「日常的に顔の見える連携」を念頭に、ケース対応時のみならず、「防止」にもより一層努めた。要保護
児童対策地域協議会「狛江市子ども家庭支援ネットワーク」における、実務関係者会議は4回開催（講演会形式2回、座談
会形式2回）。各機関からの参加者も毎回変わるなど、より多くの関係者の参加があり、ネットワークや会議に関する意見を
聞くこともでき、有意義な実務関係者会議となった。

・「防止」については、子育て支援課とともに通年でオレンジリボンキャンペーンを行い、500リボンの作成・配布を行う。リボ
ン作成は、近隣中学の職場体験・併設の岩戸児童センターの高学年組織活動時に、支援センターの役割・オレンジリボン
についての説明もし、子どもたちと一緒にリボン作成等行う。作成後は、ネットワーク会議・養育家庭体験発表会・子どもた
ちと関係のある小中の教職員分配布。他にも、11月の虐待防止月間には、世田谷児童相談所・子育て支援課・支援セン
ター職員で、街頭でのチラシやリボン配布を行う。次年度以降も、より多くの関係者や市民に対し、虐待防止活動への理解
と周知に努めていく。
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2009（平成21）年度　社会福祉法人雲柱社　　狛江市子ども家庭支援センター　　事業報告
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1. ひろば事業

ねんね赤ちゃんプレイルームや、今年度から始まったはいはいクラブの活動が定着してきたためか、0～1歳児の利用者数は増えてき
たが、2・3歳児の来館が昨年に比べて大きく減少した。たんぽぽひろばは乳児がのびのびと歩き回ることのできる半面、幼児の保護
者からは「小さい子が多いので来館しづらい」「乳児と幼児のスペースをもっとはっきり区分けして欲しい」という声もあがっている。以
前から引き続きの課題なのだが、限られたスペースの中で共存していくための工夫や空間作りを利用者と共に考えていきたい。

2. 相談事業
　
ひろば相談は「発達・健康」についての相談が主だが、ゆっくりと話を聞いていくと、母親一人で子育てを担っているストレスや身近に
子どもを預ける人がいない不安を抱える母親たちの姿が浮かび上がってくる。そのような母親に気軽に勧められる一時保育などの
サービスが市内には少なく、歯がゆい思いもあるが、そのような母たちの声を行政にあげていくのもセンターの役割だと感じている。
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次世代事業・自然体験事業・
ボランティア活動など
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館内での宿泊や渋谷のダン
ス発表など諸活動に、障が
い児も同様に参加を促し受
け入れてきている。従来の
児童館の行事を実施しつ
つ、新たに地域を巻き込ん
だ活動をしてきた。おおき
な規模のイベントより小刻
みに継続的に効率よく利用
者のニーズに耳をかたむ
け、1年間を4期にわけて事
業を行ってきた。館内合宿
を軸としてそれに準じたプ
ログラムを6回うちだした。
一時あずかり、トワイライ
ト的な子育て支援の形態が
定型化し地域ニーズを掘り
起こし、リーズナブルな費
用負担を心がけた。

夏のプログラム 映画会 小クラクリスマス会 毎日の中高生タイム 八ヶ岳キャンプ2回

わんぱくタイム スケート 渋谷交歓フェア参加 和泉ボランティアクラブ 代々木フェスタ

リトミック パーカッション 手作りおやつ （学校のボランティアうけざら） ドッヂボールフェスタ

ベビーオイルマッサージ 一輪車 クリスマス会 館内合宿４回

離乳食教室 スタッフタイム 誕生会 説明会 館内合宿ボランティア 黒川キャンプ 交流会 1 説明会 16 170 23 2 59

ランチ会 お母さんのハンドベル隊 昼食会 おやつつくり 懇談会（3回） 入会式 中高生活動（月次） 渋谷交歓フェア ステップアップ講習 1 サロン 4 4 4 0 -

すくすく測定 むいからさんぽ スポーツタイム スポーツ大会 八ヶ岳キャンプ 買い物おやつ ダーツ 交流ドッヂフェスタ 雲柱社連絡会 1 講習 4 ー 25 8

水遊び お母さんの折り紙タイム 折り紙タイム スポーツタイム ゲーム大会 晩御飯 バレンタィンディ あさひ体験学習キャンプ アドバイザー研修 1 保育体験 4 ー 29 37

こども服リサイクル わらべ歌と絵本の会 わらべ歌と絵本の会
どんぐりクラブ（1年・2・3
年）高学年グループ活動 輪投げ大会 ロッカー掃除 クリスマス 雪国体験 ファミサポ通信 3

ミニミニ縁日 おいでよ新1年生 クリスマス会 おわかれディキャンプ 八ヶ岳バスハイク 第一小体育館 ドッヂサーキット アドバイザー研修 1
ハンドベルコンサート クリスマス会 おやつづくり ランチ会 ハロウィン

【来館数】 【在籍時数】 【その他事業・特記事項】 【ファミサポ実績】

0歳 510 乳幼児 9,571 学年 男 女

1歳 420 小学生 10,965 1 7 12

2・３歳 315 中高生 941 2 5 3

一般 9,522 3 12 7

計 30,999 4 0 2

6 1 2

開館日数 297 合計 活動状況

１日平均 104 （障碍児） 10名

すいかわり

障がい児音楽療法（和音）

ポップキッズ（ダンスでの障がい児と健常児の活動）

シャボン玉アワー（乳幼児招待企画）

運動会（ファミリーデイ）

やきいも

もちつき

ファミリー・サポート・センター

利用会員

サポート会員

累計

12

83

増減

2008年度と比較して来館者は1
割減である。インフルエンザ
流行などが減少の原因と考え
られる。新しい企画としてお
かあさんのグループ活動であ
るハンドベル隊や、ファミサ
ポとの共催のコンサートを開
催した。ボランティアの小中
学生も参加して体育館で運動
会を行った。また、中高生を
積極的に受け入れ、手伝いや
職場体験を企画した。また、
施設内の活動にとらわれず地
域に出るプログラムを展開し
てきた。外あそびのプログラ
ムにも力をいれ、開かれた児
童館をアピールしてきた。ま
た小学生入学前の幼児を対象
に3月に学校の体育館を利用し
て児童館の紹介をした。

今年もバザー・焼き芋・クリ
スマス会・餅つきを幼児とあ
わせてマンスリーでイベント
を開催し、相乗効果をねらっ
た。水曜日の授業が午後まで
延長され、ハッピーマンデイ
が減り、ゆとり教育のゆり戻
しが児童館の出番を減らして
いく傾向がつづいている。市
民の講師を依頼してクリスマ
ス発表にむけてそれぞれグ
ループ活動を展開した。今回
はさらに渋谷での児童館交流
フェアにダンスチームが参加
した。新一年生の呼び込みを2
月から準備し、4校の学校説明
会でPR活動を行った。3月に前
倒しの歓迎会を行い、47名参
加した。グループ活動を全5種
類とし地域スタッフの活躍の
場を設けた。

回
数

回
数

バザー

3,930 ‐891

ー

利
用
会
員

2

計

753

172

42

967

両方会員

2009年度　雲柱柱　狛江市立和泉児童館　事業報告
記入者　植松　牧人

【特徴】障がい児が2割を超え育成時間の増加や8時まで
の受け入れが始まった。【保護者とのつながり】月のお
しらせ、面接、アンケート、説明会ならびに懇談会、そ
の他クリスマス会・レクリエーションを通じて親と子ど
もとスタッフとの交流を深めた。バザーや餅つきなどの
イベント参加もお願いした。また「晩御飯」企画では親
と子どもとスタッフが夕げを囲み話に花が咲いた。ま
た、共生の具体化として、障がい児・健常児混合の
「ポップキッズ」ダンスチームも2年目となり、渋谷で
の発表会でも親子とともに、男子や障がい児も混じった
和泉の特有の演出がなされた。保護者会がない学童クラ
ブとして4年間続いてきているが、これらのことにより
その繋がりにおいて安定感に深まりをました。　【障が
い児プログラム】‐和音‐音楽療法の勉強中の地域ス
タッフ講師による週1回のプログラムを通年で行った。
保護者への発表もおこなった　【全体をとおして】20時
利用によりファミサポの活動と拮抗するかと心配をした
が、施設内の運営を越えた活動がより活発になり、その
関係性はましてきた。夏に乳幼児親子をクラブに招いて
シャボン玉アワーやファミリーディのボランティア参加
など別事業の相互乗り入れに力をそそいだ。

【小学生クラブとの連携】福祉の事業とし
て定型化できないところを補う事例が多く
なってきた。【児童館企画の相互乗り入
れ】幼児のお母さんのリフレッシュを目的
とした企画を実施し、託児付添相談員がサ
ポート会員にレクチャーを実施した。保護
者向けの講習など館内プログラムの一端を
になってきている。【障がい児加配】障が
い児の送迎と館内での対応を一人のスタッ
フがとおして担当するケースが頻繁になっ
た。【事務作業の省力化】障がい児の対応
と事務仕事を兼任し、時期による仕事量の
調整を図った。【広報】小学校・中学校の
保護者を対象にビラの配布を児童館のPRと
一体化させていった。人材不足の中で、サ
ポート会員の協力を得ていることは大きな
力である。【実績】利用会員とサポート会
員の需要と供給が双方とも増加した。しか
し状況は、インフルエンザや景気の低迷に
より18％減少した。多くのサポート会員が
少ない件数の活動をしたことになり、利用
者が吟味して依頼する傾向が見られた。

中・高校生を対象とした活動

高校生の利用人数が
過去3年で減少傾向が
とまらない。スポー
ツをする集団の利用
がまったくとだえた
ことによる。第三中
学の3年生の男子が占
有している状態でバ
ランスが悪かった。
中学校・高校の体験
学習の場として乳幼
児活動へのボラン
ティアの機会を設け
ることができた。イ
ベントでのボラン
ティアの活躍を期待
したいところだが実
現はできなかった。
中学校と和泉児童館
の運営委員会に相互
に参加しており、学
校の放課後の方向性
を見定めて活動をす
すめていきたい。

小学生クラブ小学生を対象とした活動子育て支援活動

51
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【登録数】

登
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・
来
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数

託
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方
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・おたよりを配布する小学校を4校に増やしイベント参加の

増加と、固有地域からの集中的な参加を緩和した。またイン

フルエンザによる影響を回避しながら利用者の減少を最低限

に抑える運営ができた。小学生クラブ障がい児の利用が多

い。入館者が前年より4.2%増　そのうち内小学生部門が

36.7%増で3年連続の減少傾向に歯止めがかかった。・専門委

員会（給食委員会・図書委員会・音楽療法委員会・障がい児

ミーティング）を設けて、地域スタッフを核としたシステム

を構築した
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施設名:小金井市子ども家庭支援センター
　　　　　小金井市ファミリーサポートセンター
記入者:宮澤陽子

　　 は広く、浅く、温かくということが大切なのではないかと思う。

　地域を知り、地域の人を知る意識を強く持つことが大事なのだと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助産師相談　 　 21件 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころの相談　　 75件
・延べ利用者総数　　　   21,837人　　　　　　　　　   発達相談　　　   102件
・大人延べ利用者数　　　10,334人　　　　　　　　　　活動延べ件数　 1921件

　　　　　　　　　活動実施回数    204回
・ボランティア　登録者数        　  54人

・子ども延べ利用者数　　11,503人　　　　　　・相談件数　　　新規　   648件

○子ども家庭支援センター

・活動件数　　　　　2647件
・両方会員　　　　　　　31人　　　　計883人

○子ども家庭支援センター

・依頼会員　　　　  　742人
・協力会員　　　　　　110人
○ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　参加者延べ人数 443人

事
　
業
　
の
　
総
　
括

　利用者に迷惑がかからないように保健センターや子育て支援課とも話し合いや調整をしてい
　かなければならない。

・ひろばで設置している柵などが破損してきている。一度にすべてを買い替える事は予算上で

　 　して実感させられた。それと同時に、適宜市と連絡を取り合い対応をとること、スタッフや利用者に周知を
 　  図ることが感染症対策には必要であると再確認した。

・センター長
○ファミリー･サポート･センター

2009年度雲柱社事業報告書

＜子ども家庭支援センター＞
・保健センターの建物が老朽化しており、ドア付近の雨漏りはじめすぐに修理することが無理な不
　具合が生じている。委託の方で工夫しながらカバーをしていく必要は今後も続きそうである。

＜子ども家庭支援センター＞
①　ひろばの利用人数は、新型インフルエンザの影響があり、前半は例年比で少なめであったが、却って冬
　　 が多めであった。小さい子どもの集まる施設なので感染症の流行に影響を大きく受ける事を例年にも増

環
境
･
修
繕

 　  ング等で支援方針を話し合ったり、研修でスタッフの相談の力量を上げていくことが求められる。

③　講座・育児教室・グループ等は、今の親子の様子を見ながらニーズと親子関係の課題を意識して組み立
　　 ててきた。それについては行政、市民に一定の評価をもらっている。だが、子ども家庭支援センターとい

②　相談については、面接相談が増えている。逆に事業数の増加により、ひろばで拾える相談が減ってきて
　　 しまっているように思う。それぞれの事業の中では、気になる親子を拾えているがその後のフォローが
　　 遠い地域の人は難しい。健康課の健康診査や児童館との連携はきちんとした枠組みの中で進んでおり、
　　 次年度の更なる連携へ期待が持てる。また、ひろばのあり方を初心に戻るつもりで確認しつつ、ミーティ

　　 う役割上センターの中だけでは充分とはいえず、地域全体を視野にいれ、外に出ていくことを求められて
　 　いる。そういう期待は運営協議会や次世代育成プランの策定の際に語られる。市全体のネットワーク事

　　 整理していかなければならない。

　　 業について、今後は子ども家庭支援センターを中心に体系づけられていくのではないかと思われる。
　　 要保護児童対策地域協議会とは別の幅広い子どもに関係する機関・団体が子育て支援・虐待の予防

④　要保護児童対策地域協議会の実務者会議に今年度までは委託部分の責任者は出席していなかったが

　　 という目的のもとにネットワークを組む。その際の中心機関が子ども家庭支援センターとなる。
　　 発達支援の遅れている小金井市としては、発達支援のネットワーク作りの中核も子ども家庭支援センタ
　　 ーに期待がかかり、市職員にもどこまでの役割を果たすべきなのか戸惑いが見られる。市と民間の委託
　　 部分がどう役割を取り合って、ネットワーク事業を構築していくのか、市の方針を見つつ話し合い、課題を

　　 相談やひろばで一定の役割を担わなければならない現実がある。　また、親の側の発達障害又はグレー
　　  ゾーンの問題も多くあり、子どもはもとより大人の発達障害に関する知識や見立ても要求される。

＜ファミリー・サポート・センター＞

　　 話し合いにより出席が必要ということで次年度は出席することになった。要保護児童対策についての認
　　 識もスタッフ一同深めなければならない。

⑤　子どもの発達支援に関しての施策やサービスが遅れている小金井市では、子ども家庭支援センターが 　

②　活動の中に発達障がいの子どものケースが増えてきており、協力会員の講習に障がいのある子ども
　　 たちの支援を次年度から入れることにした。講師を小金井市特別支援学校や賀川学園から派遣して
　　 もらえることになり、そのことでまた連携先が広がることも嬉しい。

③　フォローアップ講習を毎年、子ども家庭支援センターと共催で実施している。今年度は、インターネットの
　　 問題についてと北海道家庭学校の話をテーマとした。インターネットの問題では、学校の先生や薬害防

　　 機会となっている。今後も子どもと家族を取り巻く地域を対象にする地域福祉という視点で続けていきた

①　ファミリー・サポート・センターのセンター長を次年度から子ども家庭支援センターと兼務できないことにな
　　 り、アドバイザーの中から代表を出すことになった。これを生かして現場の方できめ細かい迅速な対応が

　　 い。

　　 より進めばよいと思う。

事
業
の
目
標
・
方
針
の
総
括

年
間
利
用
者
数

人
事
そ
の
他

④　協力会員の交流会を初めて開いた。普段聞けない様々な意見を聞かせてもらういい機会になり、活動
　　 の中でのご苦労もわかり、今後の活動の参考にもなった。ただ、今回は初回なのでよかったが続けて
　　 実施する場合、不満を言う場、依頼会員の批判をする場となってしまう懸念もあるのでそこに留意し、
　　 地域で親子を包んでいける雰囲気になる会にしていきたいと思う。ファミリー・サポート・センターの活動

　　 止の活動をしている方たちなど地域の幅広い方たちに出席してもらえ、家庭学校の話は狛江の和泉児
　　 童館の館長にお願いし、法人の中での連携を深めることができた。この講習を共催で実施することでど
　　 ちらかだけではできないような子どもを巡る広いテーマで、地域全体を対象とした講演会ができるいい

・課題としては、支援センターブロックとしても施設としてもスタッフの育成が急務と感じている。
　ひろばや講座、育児教室等で気になる親子は増えており、親の発達障害を含むメンタルの

　い問題が山積みしている。年々親や子そしてその関係性を見る確かな目が必要とされてき
　問題や子どもの側の育てにくさによる子育ての困難さ、全体に広がる孤立感・不安感等難し

　いかなければ社会福祉法人が子ども家庭支援センターやひろばを担っていく存在意義を問
　われてしまうのではないかという危機感を持っている。

　ている。外から見た「専門性」を持てるようブロック・施設・個人の研修に本気で取り組む時

　なかった点が反省点である。次年度には、繰り越してしまった研修を実施したい。

　そんなことができるよう日々努力するスタッフの育成には、時間も予算もかかる。でもやって

・子ども家庭支援ワーカー　　　　　　           　 
・責任者

・アドヴァイザー

・専門相談員

・記録や事務書類の保管場所についてはまだ未解決なので子育て支援課と話し合いが必要。

　きないため次年度から一か所ずつ買い替えていく。

　性を持っている仕事ではあるが、視野を広く持たなければ計画も工夫も生まれない。　まず、

・異世代、違った立場の人との出会い、交流する場を子ども家庭支援センターもファミリー・サ
　ポート・センターも作りだすことができる。それは、中だけでなく、外でもできる。そんな可能

　期にきている。そんな中で小金井子ども家庭支援センターでは、予定していた研修を行え

　利用者の声に耳を傾け、時には問いかけ、向き合う。真摯な相談関係をつくること。親の傾
　向、子の発達、親子の関係性を見た上でのケースワーク、個と集団を組み合わせた支援、
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２００９年度事業報告－③

3：学童クラブ事業

①事業の評価と今後の課題

学年別
男女別 女 男 女 男 女 男 女 男
４月 4 3 4 3 5 0 1 0 20 3
５月 3 3 4 3 5 0 1 0 19 3
６月 3 3 4 3 5 0 1 0 19 3
７月 3 3 4 3 5 0 1 0 19 3
８月 3 3 4 3 5 0 1 0 19 2
９月 3 4 4 3 5 0 1 0 20 3
１０月 3 4 4 3 5 0 1 0 20 2
１１月 3 4 4 3 4 0 1 0 19 2
１２月 3 5 4 3 4 0 1 0 20 2
１月 3 5 4 3 4 0 1 0 20 2
２月 3 5 4 3 4 0 1 0 20 2
３月 3 5 4 3 4 0 1 0 20 2
合計 37 47 48 36 55 0 12 0 235 29

③事業報告
日常活動

延長保育

おやつ

グループ活動・誕生日会等

行事・外出

７月

10月28日 ハロウィンパーティー 　　　　　仮装しお世話になった方々の所を訪問

ウェルカムパーティー　　

遠足10月1日

８月５・６・７
日

月日 行事名 内容

ドッチボール大会、製作、キャンプファイヤー

4月1日

防犯訓練

会食、学童児の出し物発表

東京タワー・都内ハイキング（東京スカイツリー）

卒所児との楽しい思い出作り

新しい入所児を受け入れる式

新しい入所児、保護者を受け入れるパーティー

夕食作り、お楽しみ会（スポーツ大会）

千葉県立君津亀山少年自然の家にて、レクリェーション、
葛飾警察署の方から防犯に対してのお話を聞く

　千葉市科学館へ遠足

3月31日

入所式

お泊り合宿

キャンプ

クリスマス会

お別れ遠足

お別れ会

5月16日

６月20・21日

12月19日

3月26日

施設名：れいめい宝学童保育クラブ

 キリスト教の行事や日本の行事に触れられるように努力した。また、各イベントや行事の意味を伝え
ながら取り組むことが出来き、行事にちなんだ製作を行うことで、子どもの気持ちが高まり行事に対し
ての積極性が見られた。月一回学童全員で行う集団遊びを通し、異年齢の交流や子供同士の輪の広がり
を感じることが出来た。また、子どもたちと一緒に、人権（友だちや命について）を考える時間を設け
ることで、友だちとの関わり方に良い変化が見られた。20１0年度は人数が増えることもあるが、子ど
も一人一人の人格を尊重しながら、子どもたちの意見を聞き、取り入れながら子どもたちと一緒に学童
クラブを作り上げていきたいと思う。

＜一日保育＞８：３０登所　　９：００学習タイム　　１０：００自由遊び　　１２：００昼食
１３：００昼食後のんびりタイム　　　　　　１４:００自由遊び（公園や季節の活動）
１６：００おやつ　　１６：３０掃除　　１７：００帰りの会　　（学校終了後から同様に保育）

１８：００～１９：００　　室内で宿題やおもちゃ遊びで過ごす。

１６：００（複数の学校の為、登所時間を考え遅めのおやつ）
手作りのおやつを提供し、様々な食に触れる機会を増やした。また、子どもが手伝えるようなメニュー
を考え一緒に作る時間を大切にした。

１年生 ２年生 ３年生 その他
延長保育合計

グループ活動・・・掃除当番、食前・食後のお祈り、帰りの会の挨拶当番
誕生日会・・・人数が少ないこともあり、それぞれの誕生日に誕生会を実施。子どもたちが出し物を行
い会を進めることが出来た。
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④その他の活動－個人面談、保護者会、他

小学生一時預かり事業「クオレ」

学年別
男女別 女 男 女 男 女 男 女 男
４月 0
５月 0
６月 0
７月 0
８月 0
９月 0
１０月 0
１１月 0
１２月 0
１月 0
２月 0
３月 0
合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※活動の評価と課題

＊保護者関連　・５月保護者会・7月キャンプ説明会・10月個人面談・2月新入所児面接・3月新入
所説明会
＊その他活動　・毎月集団活動の実施・10月黎明保育園運動会参加・11月黎明保育園おまつりひろ
ば参加

１年生 ２年生 ３年生 その他
合計
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２００９年度事業報告－④

4：小学生事業 （地域児童健全育成事業－自由来館児童を中心とした事業－）

①事業の評価と今後の課題

②体育室活動(設定スポーツの回数、延べ人数、1回平均)　　　　　　　　　　　　　　　　

種目名 回数 延参加者 １回平均
（例）ドッチボール 10 100 10

1 0
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1

合計 18 107 17

③図書室活動(貸し出し延べ冊数、貸し出し図書ジャンル別数、1日平均貸し出し数など)
（年間） 利用者 延貸出数 月平均 日平均
児童書 100 500 42 1
雑誌

コミック
他
合計 100 500 42 1

④視聴覚・創作等の活動

⑤その他の行事（2009年度に実施した事業をすべて報告する）

⑥学年別グループ活動（期毎に各グループの事業内容を報告する）　
（1）１年生グループ活動　　１期（　　　月　～　　　月）

開催日 参加者数

施設名：れいめい宝学童保育クラブ

学童クラブを卒所した児童を対象として、在籍している学童児との関わりを重点においたボラン
ティア活動を行った。卒所してからも学童クラブとの繋がりを通して、子どもたちの居場所となっ
た。
れいめい学童として、2010年度より高学年プログラム活動実施に向け準備を進め、現在在籍してい
る子どもの状態を第一に考えなが、在所児・卒所児との双方が良い関係をつくることが出来るよう
な活動を考えていきたいと思う。

・5月ウェルカムパーティー　・８月学童合同（れいめい宝・れいめい堀切）サマーキャンプ（４年
生のみ）　　　　　　　　・10月黎明保育園運動会への参加　・11月黎明保育園おまつり広場への
参加　・１月もちつき会

活動内容
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※活動の評価と課題 （各グループ毎に記入してください）

※複写にて期毎に作成の上記入

⑦自然体験活動

開催日 参加者数

８月４～６日 10名

※活動の評価と課題

⑧ボランティア活動等

開催日 参加者数
2005年4月3日 100

※活動の評価と課題

⑨小学生学習支援活動

学年別 回数 延人数 回平均
１年生 10 100 10
２年生

３年生

４年以上

４年生（卒所児）
学童合同サマーキャンプ

千葉県立君津亀山少年自然の家

活動内容・行き先等 対象者

学習内容

学童児と合同プログラムとして参加。その他、在所児とのプログラムの他、活動の準備・片付けを
行い在所児との区別化を図った。　高学年単独での活動の幅を広げていくことが課題になる。

活動内容・実施場所等 対象者
クリーン作戦 中学生
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※活動の評価と課題

⑩小学生対象年間イベント

開催日 参加者数
1月23日 17名

※活動の評価と課題

卒所児（４年生～６年生）の活動として、バーベキューやもちつきを行った。インフルエンザなど
が流行していた為、食品に関して感染の予防の徹底を行った。今後は、活動を通しての卒所児の役
割を考え、保育園と学童との関わりを増やし、子どもたちが活動に積極的に参加できるプログラム
を考えていきたい。

イベント名

保育園児・学童児・卒所児交流プログラム
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２００９年度事業報告－③

3：学童クラブ事業

①事業の評価と今後の課題

学年別
男女別 女 男 女 男 女 男 女 男
４月 12 10 2 9 10 9 0 0 52 16
５月 12 10 2 9 10 9 0 0 52 16
６月 12 10 2 9 10 9 0 0 52 16
７月 12 11 2 9 10 9 0 0 53 14
８月 12 12 3 9 9 9 0 0 54 14
９月 11 11 3 7 9 9 0 0 50 14
１０月 10 11 3 7 9 9 0 0 49 12
１１月 10 11 3 7 9 9 0 0 49 12
１２月 11 11 3 7 9 9 0 0 50 12
１月 11 11 3 8 8 9 0 0 50 12
２月 11 11 3 8 8 9 0 0 50 12
３月 11 11 3 8 8 9 0 0 50 12
合計 135 130 32 97 109 108 0 0 611 162

③事業報告

日常活動

延長保育

おやつ

グループ活動・誕生会等

行事・外出

施設名：れいめい堀切学童保育クラブ

②クラブ在籍数－学年別、男女別－

４月イースター礼拝　５月ウェルカムパーティー　６月お泊り合宿　７月防犯訓練　８月サマーキャンプ・プラネ
タリウム遠足・夕涼み会　９月氷川神社祭り　１０月千葉市科学館遠足・ハロウィンパーティー　１１月収穫感謝
祭　１２月クリスマス会・クリスマス礼拝　３月お別れ合宿

新入所児の増加、障碍児の入所による混乱が予想された他、夏休み頃まで保育補助が揃わず、体制にゆと
りがなかったのだが、子どもたちの様子・クラブ内の雰囲気は年間を通して安定していた。また今年度は、保
護者との信頼関係が深まり、様々な相談事が寄せられその対応に追われた。その他虐待児童対応の為、通
告や関係機関との連絡を行ない、保護者に配慮する必要もあった。新型インフルエンザ対応では、近隣の
小学校で流行し、学級閉鎖等もあり来所児童の減少、クリスマス会の中止などの影響もあったが、手洗い・う
がい・消毒の徹底を行い、感染予防に努めた為、大事には至らなかった。今後としては、保育内容の現状維
持及び家庭環境の複雑化による配慮が必要であると感じられる。また、増え続ける入所希望児の対応、相談
事への配慮、応対や保護者方の関心事である卒所した児童への居場所提供なども検討していく必要がある
と感じられる。

（一日保育）８：３０登所‐９：００勉強タイム‐１０：００自由タイム‐１２：００昼食‐１３：００ビデオタイム・自由遊び-１
５：００おやつ・掃除・自由遊び（校庭開放）‐１７：００帰りの会
室内ではままごと・オセロ・ブロック遊び。庭ではドッジ・サッカー・縄跳び。校庭では、タスケなどで遊ぶ。

１８：００～１９：００　　室内で宿題やおもちゃ遊びで過ごす。

その他
延長保育合計

フルーツやひと手間加えたものを多く提供し、駄菓子ばかりにならないように配慮した。
手作りおやつでは、季節行事やイベント毎にちなんだおやつを提供した。（計６５回）

２年生１年生

誕生会（毎月実施）・ゲーム会・手芸タイム・工作・学習などを行う。
生活班グループを作成し、おやつを食べたり、掃除やお祈り当番のグループ活動を行なった。
昼食会を行い、共にクッキングをする等の活動を行なった。（計１５回）

３年生
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④その他の活動－個人面談、保護者会、他

小学生一時預かり事業「クオレ」

学年別

男女別 女 男 女 男 女 男 女 男
４月 0
５月 0
６月 0
７月 0
８月 0
９月 0
１０月 0
１１月 0
１２月 0
１月 0
２月 0
３月 0
合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※活動の評価と課題

４月入所式　５月保護者会　７月キャンプ説明会　１０月個人面談　２月新入所児面接　３月新入所児説明
会・卒所式　　１０月保育園運動会に参加　１１月保育園おまつり広場に参加
１月卒所児を対象にもちつき会を実施（２０名ほど参加）
３月３年生限定のお別れ合宿に卒所児数名参加

１年生 ３年生
合計

２年生 その他
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２００9年度事業報告－④

4：小学生事業 （地域児童健全育成事業－自由来館児童を中心とした事業－）

①事業の評価と今後の課題

②体育室活動(設定スポーツの回数、延べ人数、1回平均)　　　　　　　　　　　　　　　　

種目名 回数 延参加者 １回平均
（例）ドッチボール 10 100 10

合計

③図書室活動(貸し出し延べ冊数、貸し出し図書ジャンル別数、1日平均貸し出し数など)
（年間） 利用者 延貸出数 月平均 日平均
児童書
雑誌
コミック
他

合計

④視聴覚・創作等の活動

⑤その他の行事（2009年度に実施した事業をすべて報告する）

⑥学年別グループ活動 （期毎に各グループの事業内容を報告する）　

（1）４年生グループ活動　　１期（　　　月　～　　　月）
開催日 参加者数

施設名：れいめい堀切学童保育クラブ

昨年度と同様に学童卒所児限定という枠を設定し、通常保育活動での小学生ボランティアの受け入れ
を行なった。また、卒所児プログラムとしてもちつき会を企画し、３年生のお別れ合宿にもボランティア参
加として活動を行なった。卒所しても学童や保育園との繋がりを持てる活動を展開することが出来た。ま
たここ数年、高学年の受け入れ場所を確保してほしいと保護者・卒所児のニーズがあるので、れいめい
学童として２０１０年度より高学年プログラム活動実施に向け準備を進め、しっかりとした活動を展開する
ことが課題である。

５月ウェルカムパーティー　８月学童合同サマーキャンプ（４年生のみ）　１０月黎明保育園運動会への
参加　　　　１１月黎明保育園おまつり広場への参加　１月もちつき会

活動内容
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※活動の評価と課題 （各グループ毎に記入してください）

※複写にて期毎に作成の上記入

⑦自然体験活動

開催日 参加者数

８月３～５日 １０人

※活動の評価と課題

⑧ボランティア活動等

開催日 参加者数

※活動の評価と課題

⑨小学生学習支援活動

学年別 回数 延人数 回平均
１年生

２年生

３年生

４年以上

※活動の評価と課題

４年生
学童合同サマーキャンプ・千葉県君津市少
年自然の家

対象者活動内容・行き先等

学習内容

学童児と合同ではあったが、活動に支障はなかった。またキャンププログラムのみではあったが、活躍
場所を提供したので楽しむことができていた。今後としては、次年度より始まる高学年プログラム単独で
の活動を展開していきたい。

活動内容・実施場所等 対象者
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⑩小学生対象年間イベント

開催日 参加者数
１月２３日(土) １７名
３月１９日(金)～２０日(土) ２名

※活動の評価と課題

卒所児限定という中での活動であったが、まずまずの参加者だった。しかし、卒所児以外の小学生から
参加したいとの声もある為、彼らをどういう方法で対応していくかが課題である。次年度からは、年数回
になるかもしれないが、学童や保育園などの行事と連携して活動を行い、小学生の受け入れの幅を広
げていきたい。

イベント名

保育園児・学童児・卒所児交流プログラム(もちつき)
３年生お別れ合宿(６年生のみボランティアとして参加)
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